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児童の対話における思考に着目した授業づくり 
－ 論理的思考力に視点を当てて － 
 
学習開発分野（16220914）加 藤 直 人  
 
    前研究では，授業中における児童の言葉のやりとりを対話と捉え，その中から何が見え 
   るかについて検討を行った。その結果，国語科の授業における児童の対話には論理的な思 
   考が働いていることが明らかになった。本研究では，児童が論理的な思考を意識できるよ 
   うな国語科の授業づくりについて検討を行った。授業後の振り返りに視点を当てることで 
   児童の論理的思考が働くものにできることが明らかになった。また，論理的な思考を意識 
   できるような授業づくりを進めることで，他の教科や活動においても，論理的な思考の働 






























































































































































































































































    逆接のつなぎ言葉を用いて，後半部を 
    強調する。 
・仮定：ある報道が出た場合，どのような出来 





































































































































































































































































































































  が出てくる。 
Ｂ：本当だ。 
Ａ：だから「生き物は円柱形」ということが筆者 
  の主張だと思う。 
Ｂ：題名も生き物は円柱形だ。でも「円柱形」と 
  いう言葉が出ていないのは，最後の段落なん 
  だよね。 
Ａ：最後の段落って，筆者の一番言いたいことが 
  書かれているって習ったような気がする。 
Ｂ：なんで最後の段落に書かれていないんだ。 
Ａ：最後の段落に書かれていないのは変だ。教科 
  書にも，筆者の考えは，文章の始まりやまと 
  めの部分に書いてあることが多いと書いてあ 
  る。だから，生き物は円柱形だと筆者が言い 
  わけじゃないような気がしてきた。 
Ｂ：じゃ，何を言いたいんだ。この人は？最後の 
  段落見てみるか。 
Ａ：「生き物は多様だ」って書いてある。 
Ｂ：じゃ「生き物は多様だ」って言いたいって 
  ことかも。 
Ａ：最初の段落にも「生き物は多様だ」って書い 
  てある。だから，筆者の言いたいことはこれ 
  なのかもしれない。 
Ｂ：でも，変だ。「見立てる」の時は，６段落中， 
  ４段落に使われていて，それが筆者の言いた 






























































































































































































































































Lesson making of focus Child Thinking from the 
Dialogue.:Focus on Logicai Thinking  
Naoto KATO 
 
